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学習目標と狙い

デジタル創薬・診断法・ヘルスケアサービスに関して、最新バイオテクノロジ
ーについての理解を深める。
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第1回 計算科学を活用した新しい創薬（1）
第2回 計算科学を活用した新しい創薬（2）
第3回 計算科学を活用した新しい診断法開発
第4回 デジタル時代のヘルスケアサービス

【概要】
医療業界においても、デジタル技術を活用した新たなバイオベンチャーがうまれてい
ます。たとえば創薬であれば、計算科学を活用した創薬の手法がうまれています。計
算科学を用いた手法とは、酵素や核酸等をコンピューター上で再現し、病気の根源と
なるターゲットタンパク質の異常な働きを抑制/活性化する化合物を探しあてるシミ
ュレーション技術のことをいいます。人間の力では到底できないような複雑な実験も
コンピューター上なら可能です。タンパク質・核酸の動的運動を見ながら分子設計で
きるのが、従来のウエット（装置や薬品を用いた従来からの実験手法）のアプローチ
との最大の違いといえます。
この計算技術を使うことで、新薬の候補化合物が見つかるスピード、確率を大幅にあ
げることが期待できます。また診断においても、デジタル科学を活用した診断がうま
れてきています。その技術や画像のAI処理により、認知症の早期診断等が期待されま
す。
本講座では、デジタル創薬・診断法・ヘルスケアサービスに関して、ゲストを招いて
解説し、最新のバイオテクノロジーの潮流の理解を深めます。


